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1 .科学技術トピックス
以下は科学技術専門家ネットワークにおける専門調査員の投稿(10月号は9月8日より10月5日まで)を「科
学技術トピックス」としてまとめたもので、す。センター において、関連する複数の投稿をまとめ、また必要な情報
を付加する等独自に編集するため、原則として投稿者の氏名は掲載いたしません。ただし、投稿をそのまま
掲載する場合は、投稿者のご了解を得て、記名により掲載しています。
1.1 ライフサイエンス分野
(1 )抗体を用，¥t=.プリオン病治療の司制動句有された
Ä 空乏1..一v噂てf壬f仁-一-ピご.~.I空立-を乞f海-綿拡
る盈-三Z之r里:!l旦..オオ-どはー 伝染性虫異常ー 蛋良質ゴ之島五Q ・ー直感庫
。臨床診ー開法だ開発.主主1.，00あ五主主ー :ー冶ー療法ーの開ー
発はなさh3-:どない.Q._
カリフオルニア大サンフランシスコ校の
S.B.Prusinerらの報告 (Nature(2001) vo1.412 
No.6848 Page 739-743) によると、 _'1.~..手tr.軍且
t;対ー士.~.拡ー俸の2..7..1;.~.上ーだ細胞表面ー句正常Z
!l.?:t~J.;結金.~.-:ç愚原健~Z".~.?:玄f之空り手
iι;~血且室土る盈~.p.企.9___一一-一..(さ?一 E色剖主リiι5ζ.h一七?子-と.tj車Jりl!t.~鉱主主支広務鹿
住之!l.オー~.Iり増翼民ιま.9.立:1土交!t.三ーλー既ftり廟
犀位~Z".~.オ7之が速土台J;.除去ー主.:fk9..<t..この研究は、
抗体によりプリオン病の予防や治療ができる可能
性を示唆するとともに、プリオン病に対する治療
薬の正常プリオン上の標的を同定する可能性を示
している。
.三の研ー賓J主;L.Y..立A (J)境養銅胞!?j主主位唖J.t:立.it
るーが.，ー全ま:"""C"主り~.2.己主ヨーだな必ョ立三f立オ~~痛­
.C!.T.防司令治震K-:-:主主投Iー るーととーも.l;"..正賞ーZ"}.
丈::..-rーなーらI.?青原性~Z".~.;fぷ，.....ーの変ー換りー;.1!..-:-'.~ざ1うー解
明り芽ーがな旦主主之五百態位Æ~9..o...
( (財)住友病院 豊島久真男氏、(株)ワイエス
ニューテクノロジー研究所 上田正次氏より各々
投稿いただいた。)
(2)プロバイオティクスの経口投与によるアトピー
疾患の予肪
三7'旦三ぷ.cゴf
iι主封:.1，..::丈.良ど効去.を~Ì喜一生主主微生物あーるーV¥位
うと:h.主食.む食品_L_(Q.三とであり、その摂取により、
病原菌感染の減少、免疫調節作用、ガン予防、腸
内菌叢の改善(による腸内環境の改善)などに効
果があることが示されてきている。近年、特に欧
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州においてプロバイオティクスの様々な疾患に対
する臨床効果、作用メカニズムの解明などについ
て学術的な研究を推進する機運が高まっている。
世界1I;:先寝耳ーは:て f，機能性食品ι史概念玄.生み立、Lλ
ーー f!特定民健周食品」ーの剥度ーをjt.~..J二l主主旦杢j三お
y.~.-:ç .t.1:.~.子三:f..;f.T.1.乏~.l;対.土.る.関I.J.~~J主高ま-0
3-:.~.~.~主.)--ー欧月tU;比ーf万三宝刀研窓者ーり広点~.J主主
主ー 三ーなどし
フィンランド Turku大学の E. Iso1auriらのグ
ノレープによる報告 (TheLancet (2001) vo1.357 
Page 1076-1079) は、家族歴からその子供がアト
ピーになる危険性の高い母親 159人を対象に、乱
唾E量りーご三三.._(!-.é!_(L~9Þ.l!ff.!l!l.~一法制鰐金一主出車貰i
g三士週周)--及。生主主lーた義生虫~;.~..7.}l閉.経旦的
!;最長.1:立場:合:，..~..1".~をりヱ.上._I;~.'::1主反膚奈 (J)司発
症J害ーが.>..-;!乏土ーìf-対t~聖護i三対ん:主主会J主主:::?j乙ー主
主ーを:?f.1:ーたAー出生後のより遅い時期からの投与効
果を調べたこれまでの研究と比べて、発症抑制の
効果は大きかった。
Z.J:X:-:-:-.位皮膚交ー主ーとり'.z:.!-::'.~!:主土産患~;担.~
3-:λ一実際KZ".~.♂J壬;f:"t:.1.空-22.在効.なー対集.とーな
旦j..{?~能ー位ーを'.?f.k立点ゴ三重要.なー報告ー支良る~9__最
近の自然免疫が獲得免疫に影響を与える分子メカ
ニズムの解明の進展とも呼応し、:会Jき.1:.~!.~1.主
主ゴー?.~ろーが免疫~&~主主j調節i."J仁五三~P.三ーさ主句研.賓
の発展.~~期徒主主L豆9--
保京大学だ諦完農学生命科学宥開↓戸塚護問
1.2情報通信分野
(1 )超高速波長変換を用いた WDM/OTDMマルチ
プレクサ
光通信の高速・大容量化に従って、信号を光のま
まで回線交換する全光回線交換装置が注目されて
いる。光信号を電気に変換せずに回線交換するので、
超高速の信号に対応できること、回線の速度や容量、
信号プロトコルが変わってもハード、ワエアを大きく変
えずに対応できることがその利点である。
現在，2z1_子三二とλ主t;:j主波長ζとJこJi主主ーを変.
聖一I:る全主国務J交ー換装置が実用ー{じさ-れ.00;あ;るがλー
全後一三波長子計三景速.度t_変更，~主る全lf;固辞交換装
置が必:要JEなるーと雪之られ:る。
B_ E. Olsson (カリフォルニア大サンタパーパラ校)
らーはー__1_9_Ç;Þ.p_~_'_ 4一波長虫波長多重(WP.切よ雪f~:号ー主
4QG_~R~_ り先ー時公費l多重S_QIP_~)竺信-7まι家携土9.
技術を開発したと IEEEPhotonics Technology 
Letters 9月号に発表した。産業技術総合研究所
土田英実氏から報告があったO
波長の異なる 10Gbpsの WOM光信号4本と、こ
れらとは波長の異なる連続光を分散シフトファイバ
中に同時に入射して、相互位相変調②により連続光
を位相変調する。さらにバンドパスフィルタを用いて
連続光の変調成分のみを取り出すことにより、最終
的に 40Gbpsの OTOM信号に変換するものである。
はじめの 10Gbps光信号には時分割多重のために
各25psの時間差を付けてある。
相互位相変調を用いた信号変換自体は目新しい
ものではなく、 NTT、ル一セントなどの研究機関で、デ、
マルチプレクサ(多重化解除)技術として用いられて
いる。光通信では振幅に情報を載せて伝送するの
で、通常は位相変調だけでは不十分であるため、干
渉計などを用いて位相変調を振幅変調に変換する
必要がある。
この文献の新しい点は、相互位相変調とバンドパ
スフィルタを利用して、位相変調から振幅変調に変
換している点で、壬法武空~f主_Þ.~y日~;(t-!.~~手~?_1!!:
タを用いることによって、構成が簡単になる。また、
主一二主変一換支怠るた-φ'-~ーより高ー速jりー{言;号ー変換J;t_聞
は主衛宝、対ー応J立さ9.とそ没者リ点だあ9.。
WOMの波長チャネル当たりの伝送速度増大に
対_'=-::l_，j~速の玄繰り信長を複数集り三高ー速免幹
穆J_.三f幸ー続士五t.:と、λ OーTD.はー をー周ど:王伝送容量玄在
効に利用するシステムが必要になると考えられる。
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WDM と-Qr-RM.ーりー閉ーの1~~ごZ壬士主主ーなる重要
な蕊.術豆、あ益。今後はシステム全体の簡素化と変換
効率の増大が課題である。
用語説明
①波長多重(WOM)、光時分割多重(OTDM)
A.B，Cの3本の信号(回線)がある場合、それぞれを異な
る波長の光信号として1本の光ファイバで送るのが、波長
多重(WavelengthDivision Multiplex)、ごく短い時間で回線
をA→B→C→Aと切り替えて一つの光信号として送るのが
時分割多重で、これを光信号で行うのが光時分割多重と
呼ばれる方式である。時分割多重の場合、多重化された
信号の速度は元の信号より多重度倍速くする必要がある。
現在の波長多重通信装置では多数の回線(10Gbpsなら
64kbpsのISDN回線で約15万回線)を電気的に時分割多重
して10Gbpsの光信号とし、これを波長多重している。
②相互位相変調
光ファイバの非線形性により発生する光効果の一つ。
波長多重を行った場合に、他波長の信号光の on-o仔に
より光信号の位相が変動する。波長多重通信ではノイズ
源となる。
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1.3環境分野
(1 )陸揚生態圃における環境負荷物質の挙動解析
ツールの開発
環境会聖子ー支活周主h.1).~9.~ィヨま占~E:J主L原.1-.力
会野7ごりJ研究成是主義展主堂土ーも(J)古川三フー も見b
h盃Q.原子力施設から放射性物質が異常放出された
ときの拡散予測を三宅島火山性ガスの広域拡散シミ
ュレーションに応用した例、大気拡散予測システムが
原子力関連の民間企業によって商業化され、大学、
地方自治体、企業などに活用されている例などが挙
げられる。更に、農林水産省と日本原子力研究所は
共同してウンカ類の中国大陸から日本への飛来を高
精度で予測できるシステムを開発している。このような
志気拡散壬測なと1;長はるー研究.成JIld;.~J.き.続y.~.-:ç.，­
環境会ー 晋'1ご暫たな研究"展開主構築士五と具込主札9.，.
陸揚.生態関J三おtt.~環境負置物質ーの挙動解ー費r2，ご
止が開発主むた旦
環境中に放出される放射性物質が一旦地面に達
した後の動きは複雑であり、これまで予測できるシス
テムがなく、予測手法の確立が望まれていた。日本
原子力研究所、京都大学原子炉実験所、放射線医
学総合研究所等の共同研究開発グループは、原子
力委員会と文部科学省が進める原子力基盤クロスオ
ーバー研究の一環として、放射ー性物質笠む環境負斑
:物質'(J)陸越生態圏J'三おj土る挙動主館前~:.T測丈る.た
りE・q?.v.t.周1..:::.ご~f...M_QÇ.M(阻i.g!".!!!~~~... _QLÇ虫明見
主9.~m~m~，肢を閉発.l，-;).JI.本.厚壬ÎJ.空会愁~q?;t._会1
おkど\-玄丈3発発苦~表l，ピfた乱
MOGRAは、地表面の実際の土地利用形態(森林、
畑、水田等)を考慮し、種々の環境中での物質の動
きを予測する計算コード、であり、動的モデ、ル解析部を
中核とし、グ、ラフィック・インター フェイスによる入出力
部や各種データの格納部等から構成されている。本
発表では、大気一土壌一植物系における放射性物
質ストロンチウム 90の動的移行モデ、ルが例として示
された。
MOGRAは、環境科学や環境リスク評価の分野で
使われる汎用的研究ツールであって、ユーザーが取
り扱いやすいように工夫されている。また、対象物質、
対象地域、空間的スケール、物質移行モデ、ル式等の
設定は、ユーザー自身が行えるようになっている。こ
のコード開発グ、ループは、今後、放射性物質の環境
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中での動きに関する基礎データ整備や、数値地図シ
ステムとの結合等による実用化研究を進める計画を
立てている。この計画が実現されることにより、農住物
?と珂}_I_I_本立ー との放射盤動質1己主る汚染り種度史的
確J三う予測主主五主三巴な弘.{菅川なþq?鉱閉*~本ー制
限埜虫防ー袋対策1;査長:主るtq?~.期設さh三~.~:Þ.Q.
本ヨ;ご:Etちー放射ー位ー物質ーの他~~;λー土壌土@)IJ.詩.り.
重金属L農薬λ環境主lv王~隻りー警動解賀三~&周l:f
きる。例えば、農薬がある耕作地に散布された場合、
近隣の畑、水田、河川、地下水の汚染評価などへの
適用が可能である。さらに、 MOGRA利用者を対象とし
て定期的に開催が予定されている会合を通して、環境
分野以外の様々な分野における基本解析ツールとし
ても活用されるものと期待される。
1.4ナノテク・材料分野
(1)高い誘電性と金属的な導電性を合わせもつ有
機化合物
東北去完全153手院理雪合研完型企里民草樹一教授ー他(J)
4者究:2!l::三?で!~_，_金属的主導電性を持フ二友~、L重
気量通さーなど組縁ー体~j;_c!!_みι生ーじ9主思Þc札T~_~立
[高i~_~誘ー電f生」主fJtJ主主主":)λ金層的主査1理化.金物全J発
晃!ててたと発表~!c:_tÇ，Q_昨年、白川英樹筑波大学名誉教
授他がノーベル化学賞を受賞した「導電性高分子(プ
ラスチック)Jは、言わば「絶縁体(プラスチック)が金
属JIこなった例で、あるが、今回はその逆の「金属的な
のに絶縁体のような性質Jをもっ化合物を見つけ出し
たことになる。
この性質は、導電性有機化合物の「 λ一(BEDT-
TSF)2FeC14 J で発見された。 ζり1じ;合.動ーは_>_~~広三
!~!5__り関支電一気主通l~金属的な性質ーをー保5ーなだf?_，ー
唾].，\誌Jltt:生玄も":)=主主~þ_;9_~?ー たι一方、高温側の
103K以上では誘電性をもたない金属状態となり、低
温側の llK以下では、電気を全く通さない絶縁体状
態となる。物質内で導電性の高い領域と誘電性の高
い領域が交互に並んでいると推測されている。
(2)金属同様に高速加工が可能な新セラミックス
物質三拡掛互理雪機構:_m;城県":)三1.車)の金柄男ー主
佳研完員ー他l主λー~!?張型芳圧績をー比較的且血j;11:な
えるなど、高温ではあるが金属並に高速加工できる
新L-].， \芳_?_~'Z1~室開発Lたo二股l;>_~空三三_';j_ 1_~ろ~(主
金属ーl;比~~Jt熟I生全耐食性長優ι~二J友L却I点
難L三醇聞がーな主~9と-V1?ー たX.点lがあ~"?_t::.._ー だλー全国(J)
新7!_ι71りー開発j;点り-~-全後航空ー機:号車一りー三号之:/:/
部品ー 讐;うー の応ー 用t;はずみーが_"2¥主ー期持主主].，るιこの
結果は 9月 20日付の英国科学誌 Natureにも発表
された。
研究グ、ループは、セラミックス材料であるジルコニ
アとアルミナ、スヒ。ネルを混ぜ、 4:3:3の構成比となる
複合セラミックスを作製したO 真空中で 16500Cに熱し
て、両側から引っ張る実験をした結果、元の長さの
11.5倍に伸びても破断しなかった。特筆すべきことは、
同じ力で引っ張った場合、従来のセラミックスの約
3000倍の速度で伸び、高温に熱すれば短期間で加
工で、きる可能性がわかったことであるO 同グループは、
今後加工できる温度を下げる等、実用化に向けた研
究に取り組む計画を立てている
セラミックスの新特性を見出した研究としてばかりで
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はなく、実用化の面でも注目に値すると考えられる。
(3)フラーレンで 117Kの超伝導
Jv'τ:竺:/上主1.jp_?三社ー さJv'研賓毘りー Sch釦_ρり-
z:ゴ:ゴ了.)み主戸三~!は主〉λ一 FEτ工_(電界-効J黒黒k乏;ヒf三.，'三三芳乏幻~~型f構葬造主t>_~ヨ"J7
?乏-τ?甘て乞-ι
発-旦昆~ピAた9_FET 型構造を作つてゲ一ト電圧を印加し
て、界面に大量の伝導を担う正孔(キャリア)を作るこ
とによって超伝導が起こる。同グループは 2000年夏
の段階で、同様の FET型構造を持つ純粋のアラー
レンで、の実験によって、 52Kの超伝導を発見している
が、今回は、 CHBr3(トリブロモメタン)をドー プ(添加)
した C60単結晶を用いた。これまでに、フラーレンの
格子が大きくなると臨界温度が増加することがわかっ
ているが、 CHBr3のドープによって結晶格子が膨張し
ており、そのために臨界温度が増加したと理解できる。
今回以上に格子を膨張させることができれば、フラー
レンで「室温超伝導」が実現する可能性もある。
従来、フラーレンの超伝導の機構は格子振動で説
明できるとされている。格子振動が起因する超伝導は
BCS型超伝導と呼ばれ、この場合、臨界温度は 30
'"'-'40Kが上限と考えられている。もし、今回の CHBr3
をドープしたフラーレンの超伝導が BCS型であるなら、
その臨界温度の上限は一気に 3'"'-'4倍以上になるこ
とになる。
今回の発見は、臨界温度が 100Kを上まわる酸化
物高温超伝導体の超伝導の機構についても議論を
呼び起こすと見られる。酸化物高jf.!l:超1孟芽生白場ー合
法入超王振動主援会主主9J?_Ç$_機構~I主主ピ者_~y_~
超:伝導機構!;~_国土るーと_~_~2主主左点ζ札主主、J主主
読:立あ2立ム~~~~，_~?五J三続].，'"玄 117Kーとな9ι酸
也:物ー 高混超伝導体土2_?_二kどの超伝導機構_;9g堅
g閉l~_~wrー されーるJ二とj三なる29_
(4)カーボン・ナノチューブ使用の論理回路
恭一周IB聖H土ーは〉ー P._=君、~_._士一どま三-二?で主主1)周L-立ー
論理開跨ーを開発;_!c:立ーζ主を発表した(~_刀___~~_J~JQ_;?_i
系 (J)ー 材技とは:す賛成才:9_場企ι比~-三L夏!;:J~:型:ξ
高速動生い_f~泊費電友Vz::!7ーを実現土9_可能ー性
があるとし、う。試作したのは、基本的な論理回路の1
つである NOTゲー ト①。 Si基盤(ゲート電極)上に
Si02絶縁層を形成し、さらにその上に平行に3本の
金電極を配置する。その聞にp型のナノチューブ、を渡
し、 2つのp型トランジスターを形成するO その半分を
PMMAと呼ばれる絶縁体で被覆した後、カリウム蒸気
9 
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にさらして被覆されてないカーボン・ナノチューブ、をn
型に変換し、 n型トランジスターlこする。その結果、単
一分子の NOTゲートができ、その論理回路特性が
実証された。カーボン・ナノチューブ、は、大きさや構
造の違いによって導体や半導体、絶縁体の性質を示
す。 IBM社は半導体の性質を示すカーボン・ナノュ
ーブだけを抽出してトランジスタを作成する技術を今
年 4月に報告している。但し、論理回路までは構成
で、きていなかった。
ナノテクノロジーを駆使した分野の開発で、今後の
動向をさらに注目して行く必要があると思われる。
用語説明
①NOTゲー ト
0と1の2匙まからなる論理回路であり、 r1JをrOjlこ、 rOjを
r1jに変換する機能をもっ。
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1.5エネルギー分野
(1 )国際熱核融合実験炉(lTER)の工学設計活動完
了報告会講演『核融合エネルギーへの期待』
1992年に日本、米国、 EU、ロシアの4極でスタート
した、国際熱核融合実験炉(ITER)の工学設計活動
(EDA)が 7月 20日に終了したことを受けて(米国は
1999年までの参加)、 8月 10日に都内で完了報告
会が開催され、 9年間の活動経緯と成果に関する報
告の他に、これからの核融合研究の進展や産業応用
に対する期待などが発表された。このうち、「核融合
エネルギーへの期待」と題した(財)電力中央研究所
の岡野邦彦氏の発表について、報告会に参加した三
重大学の松岡守・助教授が次のように報告した。
まず、今後の基幹エネルギーたる条件として、資源
量の豊富さと不偏在性、環境負荷と廃棄物量、コスト、
多様な形態でのエネルギ一安定供給、安全と安心の
5項目を挙げ、これらを完全に満たす回答が知られて
いないとしづ問題提起を行った。その上で、接融会L
ÇQz 回限装ー置け主点ÎL.主直本腸1t.>.友陽7t.~風IL..
~止伐主裏金裂空)50り楚電友式i55-u:玄λ定量ー的主
主じ較検討玄~.?-:çょ企業D笠理ーのたり'_l;閉3主主主した
E時Etim--hAh号担D豆g股豆I仰り旦旦到号n目u法去.(悠広区;号叩E肌n明e呪EιTr号包'g9:惇便e竺'..7.空ぞ~-:(_.で土ご三
上印2ヨ、ごご7士勾i法左去.とも-言主b手-札2ゑ却主幻)主周
師1玄~í工訂v\司J心?〉-正式王の点主閉ーらカオ三L立'Q ー
COz回収装置付き火力は、 COzの回収機能によっ
て環境負荷の低減を行ったとしても、資源絶対量、地
球上の不偏在性に問題を有している。太陽光・風力
は環境負荷、安心感の点では優秀であるが、コスト、
安定供給の点で難がある。次世代核分裂は一般に
与える安心感の点で大きな問題がある。ここで安心
感の評価には事故で飛散した場合にどこまで希釈す
れば安全レベルに達するか、その希釈に要する空気
あるいは水の体積品、う一般の感覚に馴染みゃすい
評価を用いている。
一方、核融合は開発中であるものの、開発されれ
ば資源での制約が事実上ないこと、安定供給が可能
であることなどが特徴である。安全性については、 30
年間の運用で生成される放射性廃棄物に対する経
口リスク指数が、軽水炉に比べ廃炉 l年後では 2桁、
100年後では 6桁も小さくなる。一方、廃棄物総重量
において、沸騰水型軽水炉の2倍になるとしている。弱
点としてコストが指摘されたが、 COz発生の少ない他
の電源とは競合可能な範囲とされている。こうした評
価をまとめると、捧生ーな観点~昆，1:Zç.き!.~忽点主査」
などと~.~2り点接融会史ー畦徴ゴ{.~.'るよ続論f立はる二主
ができる旦
エネルギー源の研究開発においては、環境に優し
いの一点だけで推進論議が高まり、市場に受け入れ
られるレベルまでの低コスト化や安定な発電と供給な
どについて、十分な見通しのないまま普及を図ろうと
するケースが見られる。太陽光発電における製造コス
ト低減、風力発電における既設の電力系統への悪影
響対策などが例として挙げられる。しかし技術開発に
限らず、二股iZLもーり三とl主捧~~.tl:観息企0.~含味t~.，.
訟会.的J;'J詑卸型j開iT.2必ー要があーるI_Q._~とり意味:1ごζりー
報告(f)指蹟l主嬰球深ふー 壬主投芳三金野C携進戦略
l;おど1:~.数多三空1)挙ーさJιた研窓閉発裏且主J実埴土
益二t支~.二秀J;.Ji土J益班究:すあ，.{19.
なお、この報告会の発表については、文部科学省
のホームページ(http://www.mext.go必)のトヒ。ックス
項目 rITER計画jの中で公開されている。
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1.6製造技術分野
(1 )メソポーラスシリカ系触媒研究の進展
直径0.3'"'"'2ナノメートルの均一なミクロ細孔を有
する無機多孔体(フォージャサイト、 MFI型ゼオライト
など)は古くから研究が行われ、その特異な吸着特性
および酸性質などを利用して吸着剤、触媒などに数
多く使用されている。一方、約一!5L堅農前lムー直径;
'"'"'50 土!}ごl!~~均二主:}三朝正Lを.賓土る，}'!;ポ二
7?ろ~~~P.(主ICM二位、.MÇM-=-.1~L. .f'切5二 16 ー主.ど1点合
成主主L 丈ぷ去、ー徒去の3，1..守細f~.~立怯望号lk)t_~.嵩高lt'査
機会壬ーの:合ー成ーなーとを史I.~~J巨額.k)t_~触媒ゑりー構.築主
旦損~た種三りー検討誌な主~_':ç_きた点L最近寒風{じ
に向けた研究に進展が見られる。メソポーラスシリカ
系触媒研究に関する 3件のレポートを以下に紹介す
る。
東京工業大学資源化学研究所岩本正和教授は、
メソポー ラスシリカ MCM-41がアルデヒドやケトンとア
ルコールの反応(アセタール化反応)に対し従来触
媒では見られない高い触媒活性を示すことを報告し
た(2001年 6月 1日、新化学発展協会講演会)。
MCM-41は細孔の壁構造がシリカのみから構成され
ており、強い酸性を持たないと考えられるにもかかわ
らず、酸触媒反応として知られているケトンやアルデ
ヒド類のアセタール化反応に対し、従来知られている
固体触媒に比べ高い活性を示した。 MCM-41がこの
主三E-;Z土空ご止住区民~;;M.k:丈高ど鼠怯を*~.:立ζ
とは'-!;!.~三7Z..~~1!~触接主~.-:(~裁し司~.~N箆位
主主唆土2b.C!と主之ら.札るム
京都大学大学院工学系研究科船引車三教授他は、
既にメソポーラスシリカ FSM-16が酸性を示すことを
見出し、酸性発現に必須な結晶構造について報告し
ているが、今回、 FSM-16の細孔径が触媒作用に与
える影響について、アルコール(2ーブ、タノー ノレ)分解
反応をモデ、ル反応として検討した結果を報告した
(2001年 3月 30日、日本化学会年会)0 2ープタノー
ル分解反応に対する触媒活性は細孔径が小さくなる
に従って向上したとし、う。細孔径によって酸触媒特性
だどのよ2.1三変弘主る止民議論企最史7ごあÞÆ~.本研
君主ー得þ札止傾鼠l主，.:1二記 MCM二1J..E;よÞ.空:上~(f)
/.τ~::-:.~!-:'i包反&のJ~自由ーと類似.k.""(.~ーヨム畑正し箆ーが
:b~~tI:2J壬銭~.\.E.~M.表面(f)歪?t:だl;主三立2立.結
果λ周ft.酸静士主主~~皇位0. むたh~主考察主主1-.{19..
過酸化水素を酸化剤とする酸化反応は、過酸化水
素が高価ではあるものの、環境への負荷が少ない酸
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化反応が構築できる場合がある。チタンを骨格に組
み込んだミクロポーラスゼオライト(TS-l)を触媒とし
て用いてフェノールを過酸化水素で、酸化して 2価フ
ェノールを合成するプロセスが実用化されているが、
広島大学工学部竹平勝臣教授他は、メソポーラスシ
立方一M.ChRj丘ーり骨ー経i主主主(f1?2Æ組み込~0どだー Fe号二
MCM-4刊8がTS-lより高活性な触媒でで、あると報告して
旬~_~~る~__(Ç免鉱1色乱乱Lよ_L旦旦1件住t立Qι\，7_ロ与)N9_~ξ二生μ{
酸化反応では高価な酸化剤を使用するため、より高
い生産性が求められる。本触媒はそのような方向に
沿ったもののーっと考えられる。
メソポーラスシリカ系触媒の研究が進展し、従来
の触媒より優れた性能を有する触媒系が見出され
てきた。今後実用化に向けた更なる検討が望まれ
る。
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1.7社会基盤分野
(1 )歩行者の安全と生活環境改善のためのITS研
究が本格化
土木学会土木計画学研究委員会に設置された ITS
(高度道路交通システム)に関する二つの研究小委員
会は、過去 3年間にわたって ITS研究を多面的に進
め、一定の成果を収めてきた。
これに引き続いて、実用化に向けての理論的かっ
実証的立型君主進時五主的L本年ー10β_(J_~~ョー~j三開C
研究走者可たiζ開始T9(i道路利用の効率化及び環境
負荷軽減のための ITS研究小委員会」、 iITS社会に
向けた交通事故分析に関する研究小委員会J)。
研究テーマは以下の通り。
( 1 ) ITS導入による利用者行動の変化及び利用者
ニーズの分析
(2) ITS導入による広域的・局所的な交通環境変化
の分析
(3) ITSの評価分析ツールの開発に資する研究
(4 )塀新聞に資するi酪インフラ輪車瞥コあり方
(5) ITS時代のサービス水準評価の考え方
( 6 )環境負荷軽減に資する調査方法及び分析ツー
ルの開発
(7)交通需要集中の平準化に資する研究
(8 )地域 ITSの展開
(9) AHS導入計画・有効な運用
(10)既存の安全施策と ITSとの有効な組み合わせ
(11)安全・安心向上のベネフィット算出
(12)分合流の走行支援
(13)積雪寒冷地での安全施策
(14)二輪車・四輪車混在交通への対応。
また、先頃、国土交通省では、学校周辺地域などで
は、自動車が制限速度を超えないよう制御する地域
ITSの実証実験を来年度から始めることを明らかにし
た。
社会的要請の高し、lTSに関して、このような産官学
連携プロジェクトが活発に実施されることを評価したい。
特に、 iな一三三先紅型研窓生ぅS，__f!l用一者三千_-:-:-:~~~:t士会
的J支容I生t_研完対象とな?ZK7.る:二とλ ー2え_lJ且一重力事支
通り一安全と一円一i骨玄.旦的ーと~_-:(~_~た従来0) 1主号研ー究主らL
自動車止らλ交且転車交生活環境主三f_~_U_~::三り研
究・開発・実用化が本格化されることは大きな前進であ
るムすべての道路利用者の交通安全と生活環境改善
に役立つ成果を期待したい。
(茨城大学工学部金利昭氏)
1.8フロンティア分野
(1 )超小型衛星(100旬以下のMicroSatellite)の奨め
現在、わが国の衛星は、巨額の開発費をかけ専問
機関等が製作しており、重量は1トンを超える。これに
対し、主主土台~Z_-t_~企業笠7ごも一比較的主軽};設
計〉ー 開発1ご:乞ヲー J至上りー 面支古蹟段J_C-_安二仁ーだりーりー超生
型の衛星主積極的ι活用1_1-:主2凸_~2動ーさ点字主る且ー
超小型衛星の分類に明確な定義はないが、重量
を目安にすると 100""'500kgを minisatelites、10"'
100kgを microsatelites、10kg以下は nanoまたは
pico satelitesとなる。
通信衛星等についていえば、半導体技術がおよそ
し5年で世代交代するにもかかわらず、 15年のミッシ
ョン期間が要求されるため、性能更新やコストの面で
悪循環になっている。こうした状況に対して、超小型
衛星に最新技術を導入して高機能が達成し、さらに
ヒ。ギーパックや低コストの宇宙上げ手段を利用して打
上げコストを低減させれば、この悪循環に風穴をあけ
られる。
海外では既に超小型衛星の開発やこれを支援す
るシステムが整っており、人工衛星技術を劇的に変
革しつつある(1990年以降年 10機以上のベースで
打ち上げられている。アジアでも韓国は 1992年以降、
既に3機を打ち上げている)。
これに対してわが国では、先頃、宇宙開発事業団
が宇宙科学研究所、航空宇宙技術研究所等と協力
して超小型衛星、「μ一Labsat(マイクロラブサット)2号
機」の概念設計を実施した。また、北海道工業大学を
中心とする産学協同研究グループで、も昨年、世界的
にみて先進の仕様を持つ超小型衛星の試作を行っ
ている。
しかし、その取り組みは決して十分なものとはいえ
ず、現在は我が国l<?)_~Z_:?主主土衛星_l(t;~三子守Ä之
.T士三企業警の製j白g;赴vζー資ー金的玄援は期貸
主主な~_\_，超:1:型衛星りj開発はミー衛星閉発筆。主宙
開発に関わる総合的な技術力の拡大につながるもの
7ごあ仏具ー性的なー対応点望まれるι
(2)日本の南極地域観測隊による南極闇石の近年
の大量発見
主主数一千三_~一本Jりl商極地域観}J{!J_隊はきー南極J三おど
7ご去量:I?!.~員五ーを採集:l--CV ¥るム第 39次隊が Yamato
98関石(1998年採集)4180個、第 41次隊が
Yamato 00 ~員石(2000 年採集)3550 個を採集した結
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果、国立極地研究所の保有する関石は、 1969年に
南極関石の発見以来、合計で 16700個となり世界
ーの保有量となった。これらの中には、火星や月から
来た隙石が含まれ、また新種や希少種の照石が含ま
れている。 Yamato98以前で既に、月隈石7個、火
星間石2個の他、太陽系で最も古い火山岩であるア
ングライト隙石1個、太陽系で最も始源的な炭素質慣
石多数が発見されている。
近年は採集技術の発達により、 1回の南極探査で
採集される隈石の数が以前に較べて飛躍的に増大
し、効率が良くなっている。今後さらに採集を重ね、
新しく発見された慣石の研究が進むにつれ、貴重な
阻石種の発見が期待される。
F員五ー民地表t~<?)去停_<!?J育課主持ョた物質ー主、あり_'l_
友腸ー率五2成時白出来事交進化過程Jり重要ーなー憤弾l~車
交ある旦.またふ全f去の採集主_)_象企ー など点墨蹟:8_ー が
秀晃主札止~[主、公里生命。唖究 F;も進展主bー たら土
であろう。
二札þ<?)市揮~~BJ主ーL国立J極地顎~貫主主らλ庇J'h
目的<?)j_と及L:;配分主ι，-Cおりλ-比-較的的抱容易J巳;2主5主:主す
主る且今全:í鋒去乏-λ三，多志友-面ρ-唖賓煮θ参季-却左qだ望主4主札:壬しる亙弘~Q
(東京大学大明判:完理学系研郷ヰ宮本正道氏)
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